


黒 石 市 議 会 だ よ り 平成28年12月１日（2）

番 号 会 派 名
件 名

自民・公明
クラブ

黒石市民
クラブ

日本
共産党 高佑会 新政会 議決結果

報告第25号 平成28年度黒石市下水道事業会計補正予算（第１号）につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

報告第26号 黒石市温泉供給事業特別会計経営健全化計画の完了につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

報告第27号 黒石市財政の平成27年度決算に基づく健全化判断比率に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

報告第28号 黒石市公営企業の平成27年度決算に基づく資金不足比率
について ○ ○ ○ ○ ○ 報 告

平成28年第３回定例会は９月1日から16日までの16日間にわたって開かれ、市長提出の４報告・35議
案を、慎重な審議の上、いずれも原案どおり承認・報告・認定・可決・同意しました。
また、開会日に全議員で構成される決算特別委員会が設置され、委員長に大溝雅昭委員、副委員長に

今大介委員を選任。13・14の両日で平成27年度一般会計、各特別会計、各財産区会計、各事業会計決算
の審査を行いました。
各議案の議決結果と各会派の賛否一覧は下記をご覧ください。

平成28年第３回定例会の概要

第３回定例会の報告と各会派の賛否一覧（○は賛成、●は反対）

平成27年度黒石市一般会計歳入歳出決算認定 討論

反対討論
まち・ひと・しごと創生事業に関して、地
方自治体は取り組まざるを得ないが、立ち上
げた事業が継続、発展していけるかという財
政的な保障はない。財源が消費税増税を前提
としていることや、地方交付税が取り組みの
必要度、成果で算定されることから、取り組
みによっては、事業を続けることが難しくな
る可能性もはらんでいる。
また、まち・ひと・しごと創生事業に取り
組む一方、本市の暮らしや社会保障分野では、
子供の医療費無料対象が就学前まで、保育料
が高い、家庭用ごみ袋が高いといった問題の
軽減が図られていない。

以上のことから決算認定に反対する。

賛成討論
国が地方の必要に応じて財政措置をできる
ほど潤沢な財政状況にないため、地方が必要
とする事業をみずから創出し、その事業に交
付税措置をしていくという考え方は間違いで
はない。
また、当市の平成27年度実質収支は黒字で
あり、財政調整基金も増額となったことは節
度ある予算執行の結果である。このことは、
市の大きな課題である財政健全化、そして今
後の大型事業のための財政確保という観点か
ら評価に値するものである。
各施策においても、限られた財源で有効的
かつ効率的に展開していると認められる。

以上のことから決算認定に賛成する。

この他、「平成27年度黒石市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について」及び「平成27年度
黒石市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について」においても、反対・賛成討論がありました。



黒 石 市 議 会 だ よ り（3）平成28年12月１日

番 号 会 派 名
件 名

自民・公明
クラブ

黒石市民
クラブ

日本
共産党 高佑会 新政会 議決結果

議案第57号 平成27年度黒石市一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ● ○ ○ 認 定
(起立多数)

議案第58号 平成27年度黒石市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認
定について ○ ○ ● ○ ○ 認 定

(起立多数)

議案第59号 平成27年度黒石市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
認定について ○ ○ ○ ○ ○ 認 定

議案第60号 平成27年度黒石市姥懐霊園墓地特別会計歳入歳出決算認
定について ○ ○ ○ ○ ○ 認 定

議案第61号 平成27年度黒石市介護保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて ○ ○ ● ○ ○ 認 定

(起立多数)

議案第62号
〜

議案第66号

平成27年度黒石市観光施設事業特別会計、簡易水道特別
会計、温泉供給事業特別会計、農業集落排水事業特別会計、
土地取得特別会計歳入歳出決算認定について

○ ○ ○ ○ ○ 認 定

議案第67号
〜

議案第72号

平成27年度黒石市中川財産区会計、上十川財産区会計、追
子野木財産区会計、温湯財産区会計、袋財産区会計、南中
野財産区会計歳入歳出決算認定について

○ ○ ○ ○ ○ 認 定

議案第73号
〜

議案第75号
平成27年度黒石市国民健康保険黒石病院事業会計、水道
事業会計、下水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ 認 定

議案第76号 黒石市手話言語条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第77号 黒石市介護保険条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第78号 黒石市国民健康保険黒石病院事業の設置及び経営の基本
に関する条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第79号 財産の処分について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第80号 弘前圏域定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更す
る協定の締結について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第81号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

議案第82号 平成28年度黒石市一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第83号 平成28年度黒石市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第84号 平成28年度黒石市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第85号 平成28年度黒石市姥懐霊園墓地特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第86号 平成28年度黒石市介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第87号 平成28年度黒石市簡易水道特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第88号 平成28年度黒石市温泉供給事業特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第89号 平成28年度黒石市農業集落排水事業特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第90号 平成28年度黒石市土地取得特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第91号 平成28年度黒石市下水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決



⬘

黒
石
ね
ぷ
た
祭
り
の
課
題
に

つ
い
て
、
当
市
の
考
え
は
。

⬙

昨
今
の
少
子
高
齢
化
な
ど
社

会
情
勢
の
変
化
等
に
よ
り
、
祭
り

に
携
わ
る
市
民
の
減
少
や
、
そ
れ

に
伴
う
ね
ぷ
た
会
運
営
の
厳
し
さ

が
懸
念
材
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
に
起
因
す
る
運
行
台
数
の

減
少
、
中
で
も
こ
こ
数
年
の
人
形

ね
ぷ
た
の
減
少
が
一
番
の
課
題
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
有
志
に
よ
る

新
た
な
団
体
が
増
え
る
一
方
、
今

年
は
全
体
で
４
団
体
が
減
少
し
、

１
団
体
が
人
形
か
ら
扇
へ
変
更
と

な
り
ま
し
た
。
町
内
や
子
ど
も
会

で
の
運
行
団
体
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
で
、
黒
石
ね
ぷ
た
ら
し
さ
が

薄
ま
り
つ
つ
あ
る
現
状
を
憂
慮
し

て
い
ま
す
。

⬘

ね
ぷ
た
の
合
同
運
行
に
つ
い

て
、
観
光
施
設
の
あ
る
通
り
や
八

間
道
路
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、

運
行
コ
ー
ス
を
見
直
す
考
え
は
。

⬙

中
町
こ
み
せ
通
り
や
八
間
道

路
は
集
客
と
い
う
点
で
も
素
晴
ら

し
い
環
境
だ
と
考
え
ま
す
。
し
か

し
、
運
行
コ
ー
ス
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
主
催
者
の
黒
石
青
年
会

議
所
と
協
議
し
て
祭
り
の
方
向
性

が
定
ま
っ
た
時
点
で
お
の
ず
と
検

討
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

⬘

選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
に
つ

い
て
、
対
策
と
効
果
は
。

⬙

参
議
院
選
挙
前
に
は
高
等
学

校
で
出
前
講
座
を
行
っ
た
他
、
18

歳
・
19
歳
の
新
有
権
者
に
選
挙
を

お
知
ら
せ
す
る
「
か
も
め
ー
る
」

を
郵
送
す
る
な
ど
啓
発
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
参
議
院
選
挙
に
お
け

る
当
市
の
投
票
率
は
全
体
で
８
・

２
５
㌫
増
の
53
・
７
３
㌫
で
県
内

10
市
中
９
位
で
し
た
。
18
歳
・
19

歳
の
投
票
率
は
44
・
０
４
㌫
と
な

り
10
市
中
３
番
目
の
高
さ
で
、
選

挙
権
年
齢
引
き
下
げ
は
投
票
率
向

上
に
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

⬘

黒
石
ね
ぷ
た
祭
り
の
状
況
と

対
応
は
。

⬙

合
同
運
行
の
入
り
込
み
数
は

６
万
２
千
人
で
昨
年
よ
り
２
千
人

の
減
少
で
し
た
。
運
行
台
数
は
人

形
ね
ぷ
た
５
台
を
含
め
て
56
台
で
、

昨
年
よ
り
４
台
減
少
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
か
ら
人
形
ね
ぷ
た
助

成
金
を
再
開
し
て
い
ま
す
が
、
台

数
の
減
少
対
策
を
主
催
者
と
も
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

⬘

黒
石
よ
さ
れ
の
状
況
と
対
応
は
。

⬙

流
し
踊
り
の
参
加
団
体
は
昨

年
よ
り
２
団
体
減
少
し
33
団
体
、

参
加
者
数
は
２
０
０
人
減
少
し
３

千
６
０
０
人
で
し
た
。
来
場
者
数

は
雨
の
影
響
も
あ
り
１
万
人
減
少

し
７
万
５
千
人
で
し
た
。
今
後
は
、

黒
石
よ
さ
れ
大
好
き
人
間
を
増
や

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
も
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

⬘

図
書
館
建
設
に
つ
い
て
、
市

長
の
考
え
方
は
。

⬙

黒
石
図
書
館
づ
く
り
市
民
の

会
な
ど
か
ら
図
書
館
建
設
の
要
望

を
い
た
だ
き
、
必
要
性
を
十
分
認

識
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
い
時
期

に
整
備
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
当
市
の
山
積
し
て

い
る
課
題
解
決
と
財
政
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
庁

舎
耐
震
不
足
の
た
め
の
機
能
分
散

や
、
旧
大
黒
デ
パ
ー
ト
の
跡
地
利

活
用
な
ど
の
問
題
解
決
も
含
め
、

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
総
合

的
に
判
断
し
、
早
い
時
期
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

⬘

中
学
校
適
正
配
置
に
つ
い
て
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
は
決
定
し
た

の
か
。
ま
た
、
通
常
下
校
と
部
活

動
終
了
後
の
下
校
の
対
応
は
。

⬙

東
英
中
学
区
は
路
線
バ
ス
を

活
用
す
る
こ
と
で
調
整
し
て
い
ま

す
。
六
郷
中
学
区
に
つ
い
て
は
、

路
線
変
更
や
路
線
の
新
設
が
難
し

い
こ
と
か
ら
、
業
務
委
託
に
よ
る

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
で
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
六
郷
中
学
区
は

登
校
時
１
便
、
下
校
時
は
通
常
下

校
用
と
部
活
動
終
了
後
の
下
校
用

と
し
て
計
２
便
、
合
計
で
１
日
３

便
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
東
英
中

学
区
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け

対
応
で
き
る
よ
う
、
路
線
バ
ス
運

営
会
社
と
協
議
を
続
け
て
い
ま
す
。

⬘

ス
ポ
カ
ル
イ
ン
黒
石
の
指
定

管
理
料
と
運
営
状
況
は
。

⬙

平
成
28
年
度
の
指
定
管
理
料

は
５
８
８
３
万
３
千
円
で
す
。
年

間
の
利
用
者
数
は
27
年
度
が
約
12

万
人
で
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

広
告
掲
出
物
の
利
用
料
金
は
28
年

度
現
在
で
19
件
、
78
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
施
設
の
修
理
修
繕
等
に

充
て
て
い
ま
す
。

⬘

津
軽
伝
承
工
芸
館
の
指
定
管

理
料
と
運
営
状
況
は
。

⬙

平
成
28
年
度
の
指
定
管
理
料

は
５
２
２
０
万
円
で
指
定
管
理
者

で
あ
る
株
式
会
社
ツ
ガ
ル
サ
イ

コ
ー
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
年
間
の
入
込
数
は
27
年
度

が
約
11
万
人
で
し
た
。
運
営
方
法

に
つ
い
て
は
、
次
に
指
定
管
理
者

を
公
募
す
る
際
、
費
用
の
軽
減
等

も
あ
わ
せ
て
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

⬘

図
書
館
早
期
建
設
の
実
現
は
。

⬙

市
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
で

す
が
、
早
い
時
期
に
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

ま
ち
な
か
の
活
性
化
の
た
め

に
も
成
人
式
を
市
街
地
で
開
催
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

⬙

ス
ポ
カ
ル
イ
ン
黒
石
や
中
央

ス
ポ
ー
ツ
館
の
設
備
な
ど
実
施
に

向
け
て
の
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
を
探
り
、
開
催
場
所

の
変
更
に
つ
い
て
、
調
査
・
検
討

黒 石 市 議 会 だ よ り 平成28年12月１日（4）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

今

大
介
議
員

（
一
括
方
式
）

新
政
会

三
上

廣
大
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

大
溝

雅
昭
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

中
田

博
文
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）



し
た
い
と
思
い
ま
す
。

⬘

学
校
給
食
に
つ
い
て
、
在
籍

す
る
学
校
に
よ
る
保
護
者
負
担
の

給
食
費
の
差
を
解
消
で
き
な
い
か
。

⬙

小
学
校
の
完
全
給
食
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
格
差
の
解
消
も
含

め
た
運
営
形
態
や
給
食
費
な
ど
に

つ
い
て
の
検
討
も
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

⬘

災
害
時
の
対
策
に
つ
い
て
、

市
全
体
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
お
よ

び
市
庁
舎
等
の
避
難
訓
練
実
施
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

⬙

市
全
体
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て
は
、
県
が
修
正
中
の
県
地
域

防
災
計
画
を
踏
ま
え
る
形
で
、
当

市
に
お
け
る
地
域
防
災
計
画
の
改

正
を
平
成
29
年
度
に
行
い
ま
す
。

市
庁
舎
の
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て
は
、
市
庁
舎
等
耐
震
対
策
庁

内
検
討
委
員
会
が
作
成
し
た
こ
と

を
受
け
て
職
員
へ
通
知
し
、
今
年

度
は
そ
の
内
容
を
含
む
避
難
訓
練

を
行
う
予
定
で
す
。
市
全
体
の
訓

練
に
つ
い
て
は
、
浅
瀬
石
地
区
を

会
場
と
し
て
、
地
震
災
害
を
想
定

し
た
黒
石
市
総
合
防
災
訓
練
を
10

月
27
日
に
実
施
し
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て
。
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け

る
現
状
、
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
対

策
、
市
民
の
他
自
治
体
へ
の
ふ
る

さ
と
納
税
、
当
市
出
身
者
へ
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
い
て
。

⬘

観
光
行
政
に
つ
い
て
、
近
隣

市
町
村
と
の
連
携
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

る
情
報
発
信
は
。

⬙

津
軽
南
地
域
の
観
光
情
報
発

信
ア
プ
リ
を
７
月
か
ら
配
信
し
て

い
ま
す
。
定
住
自
立
圏
で
の
観
光

連
携
を
図
る
と
と
も
に
当
市
の
観

光
資
源
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
て
い

く
こ
と
が
近
隣
市
町
村
か
ら
の
誘

客
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
よ
る
観
光
情
報
発
信
の
必

要
性
は
感
じ
て
お
り
、
現
在
は

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
取

り
組
み
と
し
て
は
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
や
Ｗ
ｉ
-Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
対
応
す
る
た
め
の
ル
ー

ル
作
り
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

⬘

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
つ
い
て
、
人
口
の
推

移
と
事
業
評
価
は
。

⬙

出
生
、
死
亡
、
転
入
は
減
少

傾
向
で
、
転
出
は
増
加
傾
向
で
す
。

平
成
27
年
度
事
業
の
評
価
が
高

か
っ
た
も
の
と
し
て
黒
石
米
活
用

検
討
実
験
事
業
、
黒
石
駅
前
観
光

案
内
所
整
備
事
業
、
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
、

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
一
方
、
評
価
の
低
か
っ

た
も
の
に
移
住
情
報
発
信
事
業
や

黒
石
よ
さ
れ
事
業
が
あ
り
ま
す
。

今
後
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り

事
業
の
改
善
を
行
い
ま
す
。

⬘

黒
星
病
の
原
因
と
現
状
、
今

後
の
対
策
は
。

⬙

今
年
は
例
年
に
比
べ
て
雪
解

け
が
早
く
生
育
が
早
ま
っ
た
こ
と

か
ら
、
原
因
菌
の
胞
子
飛
散
が
４

月
中
旬
の
第
１
回
目
薬
剤
散
布
前

と
な
り
、
感
染
が
多
発
し
た
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
市
に
お
い
て
は
農
業
者
の
適
正

な
防
除
に
よ
り
被
害
果
の
発
生
・

拡
大
が
抑
制
さ
れ
、
ま
た
、
適
切

な
処
理
に
よ
り
他
地
域
に
比
べ
被

害
が
少
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
来
年
は
第
１
回
目
薬
剤
散

布
の
早
期
実
施
、
芽
出
し
時
期
の

薬
剤
散
布
を
追
加
し
、
防
除
対
策

の
見
直
し
を
含
め
た
検
討
や
関
係

機
関
と
連
携
を
と
っ
た
情
報
提
供

に
よ
り
、
黒
星
病
撲
滅
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

黒
星
病
に
対
す
る
薬
剤
の
効

き
目
が
薄
く
な
っ
て
い
な
い
か
。

ま
た
、
薬
剤
散
布
時
期
や
回
数
な

ど
を
記
す
「
り
ん
ご
病
害
虫
防
除

暦
」
を
生
産
者
の
要
求
も
組
み
入

れ
な
が
ら
作
成
す
べ
き
で
は
。

⬙

確
か
な
研
究
機
関
の
情
報
を

待
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
農

業
者
の
声
を
こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ

る
中
南
地
域
の
会
議
の
中
で
市
か

ら
も
述
べ
て
い
き
ま
す
。

⬘

子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
、

当
市
の
現
状
を
把
握
で
き
て
い
る

の
か
。

⬙

子
ど
も
の
貧
困
率
に
つ
い
て

は
、
都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村
別

の
数
値
は
発
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、

当
市
の
貧
困
率
も
不
明
で
あ
り
、

人
数
も
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。
貧

困
を
表
す
指
標
は
公
式
に
定
め
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
市
独
自

で
の
集
計
も
難
し
い
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

⬘

津
軽
こ
け
し
館
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
現
状
と
今
後
の
方
向
性

は
。

⬙

平
成
27
年
度
に
開
催
さ
れ
た

全
国
こ
け
し
工
人
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
お
い
て
、
県
外
か
ら
14
人
の

工
人
に
来
て
い
た
だ
い
た
こ
と
か

ら
、
津
軽
こ
け
し
館
は
津
軽
系
こ

け
し
発
祥
の
地
に
あ
る
資
料
館
と

し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
、
棟
方
志

功
が
描
彩
し
た
こ
け
し
３
体
の
展

示
や
、
こ
け
し
収
集
家
に
よ
る
新

聞
の
連
載
記
事
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
こ
け
し
の
展
示
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
来
館
者
が
伝
統
こ
け
し
に

触
れ
る
機
会
を
設
け
る
よ
う
な
企

画
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
に

つ
い
て
は
、
伝
統
こ
け
し
の
資
料

館
、
情
報
発
信
源
と
し
て
の
事
業

運
営
に
期
待
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

工
藤

俊
広
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

高
佑
会

髙
橋
美
紀
子
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

日
本
共
産
党

工
藤

禎
子
議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

黒
石
市
民
ク
ラ
ブ

福
士

幸
雄
議
員

（
一
括
方
式
）

黒星病に感染した幼果
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民
生
福
祉
、
総
務
教
育
、
経
済

建
設
の
各
常
任
委
員
会
は
、
そ
れ

ぞ
れ
関
係
施
設
の
視
察
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
（
大
久

保
朝
泰
委
員
長
）
は
、
８
月
30
日

に
農
福
連
携
事
業
が
行
わ
れ
て
い

る
ほ
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

農
福
連
携
事
業
と
は
、
せ
せ
ら

ぎ
の
園
の
利
用
者
が
就
労
訓
練
や

雇
用
の
場
と
し
て
農
業
に
携
わ
る

こ
と
で
、
自
立
や
社
会
参
加
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
農
業
の
課
題

で
あ
る
高
齢
化
・
労
働
力
不
足
を

補
う
た
め
、
雇
用
の
促
進
を
図
る

事
業
で
す
。
５
月
13
日
に
黒
石
市

バ
イ
オ
技
術
セ
ン
タ
ー
の
ほ
場
に

栽
培
が
比
較
的
容
易
な
カ
シ
ス
と

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
を
植
樹
し
、

カ
シ
ス
の
収
穫
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
約
２
㌔
の
収

穫
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

委
員
が
、「
今
後
は
ど
ん
な
取
り

組
み
を
す
る
の
か
」
と
い
う
質
問

を
し
た
と
こ
ろ
、「
来
年
度
は
さ

ら
な
る
収
穫
を
予
定
し
て
お
り
、

収
穫
し
た
果
実
の
販
売
な
ど
も
検

討
し
て
い
る
」
と
い
う
回
答
を
得

ま
し
た
。
今
後
も
委
員
会
と
し
て
、

事
業
状
況
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
（
大
久

保
朝
泰
委
員
長
）
は
、
10
月
４
日

に
津
軽
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

を
視
察
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
４
月
に
黒
石
地
区
清

掃
施
設
組
合
の
し
尿
処
理
業
務
が

津
軽
広
域
連
合
に
移
管
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
施
設
は
、
３
市
３
町
２

村
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各
市

町
村
か
ら
の
負
担
金
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
負
担
割
合
は
搬
入
割

合
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
当
市
は
約

23
㌫
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

委
員
が
、「
こ
こ
で
処
理
さ
れ
た

し
尿
は
ど
う
な
る
の
か
」
と
質
問

し
た
と
こ
ろ
、「
水
質
測
定
規
準

値
以
下
ま
で
処
理
し
、
岩
木
川
に

放
流
す
る
」
と
い
う
回
答
を
得
ま

し
た
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
施
設

の
状
況
を
視
察
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会
（
今
大

介
副
委
員
長
）
は
、
10
月
６
日
に

六
郷
小
学
校
給
食
用
厨
房
爆
発
事

故
が
発
生
し
た
現
場
と
現
在
自
校

式
給
食
を
実
施
し
て
い
る
２
小
学

校
の
給
食
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
９
月
18
日
に
発
生

し
た
事
故
現
場
は
、
警
察
の
現
場

検
証
が
終
了
し
て
お
ら
ず
、
一
部

そ
の
ま
ま
の
状
況
で
爆
発
の
威
力

の
凄
ま
じ
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
事

故
原
因
に
つ
い
て
は
、
警
察
の
捜

査
に
委
ね
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
日
も
早
く
原
因
が
究
明
さ
れ
、

早
期
に
給
食
が
再
開
で
き
る
よ
う

進
展
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

牡
丹
平
小
学
校
と
追
子
野
木
小

学
校
は
現
在
も
自
校
式
給
食
を
実

施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
厨
房
施

設
の
現
状
と
安
全
性
を
確
認
し
ま

し
た
。「
毎
日
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
は
あ
る
の
か
」、「
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、

ガ
ス
管
の
管
理
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
」、「
探
知
機
の
場
所
、
数

は
適
切
な
の
か
」
な
ど
を
市
教
育

委
員
会
に
確
認
し
、
こ
れ
か
ら
も

よ
り
安
全
な
給
食
運
営
が
で
き
る

よ
う
常
任
委
員
会
で
も
活
動
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会
（
大
溝

雅
昭
委
員
長
）
は
、
10
月
24
日
に

平
成
27
年
度
地
区
要
望
・
提
言
を

中
心
と
し
た
現
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

市
か
ら
回
答
が
出
て
い
る
27
年
度

地
区
要
望
の
確
認
の
た
め
、
常
任

委
員
会
で
緊
急
性
の
高
い
と
思
わ

れ
る
箇
所
を
中
心
に
選
出
し
た
13

箇
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

視
察
終
了
後
、委
員
か
ら
は「
早

期
対
応
へ
向
け
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
と
い
う
見
直
し

と
財
源
確
保
が
必
要
」、「
地
区
で

解
決
で
き
そ
う
な
も
の
は
住
民
の

協
力
の
も
と
各
地
区
で
対
応
す
る

べ
き
で
は
」、「
地
区
要
望
の
あ
り

方
を
見
直
す
時
期
な
の
で
は
」
と

い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

財
政
状
況
の
厳
し
い
当
市
に
お
い

て
、
寄
せ
ら
れ
た
全
て
の
要
望
を

解
決
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
地
区
要
望
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
な
ど
、
一
つ

で
も
多
く
の
要
望
を
解
決
で
き
る

よ
う
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
②

総
務
教
育
常
任
委
員
会

津軽広域クリーンセンターを視察

六郷小学校事故現場等を視察

農福連携体験ほ場を視察

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
①

経
済
建
設
常
任
委
員
会

市内13箇所を視察
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【「新規就農者に対する支援（須坂市）」「健康幸せづくりプロジェクト事業（上田市）」について】
須坂市では、就農者を確保するためにステップ１からステップ４まで段階的に支援
を行っていました。ステップ１は就農相談会への参加や行政窓口での相談、ステップ
２は就農体験、ステップ３は熟練農業者の元での里親研修、ステップ４は農地バンク・
空き家バンクを活用した就農といったようなきめ細やかな対策でした。しかし、遊休
地や空き家が足りなくなっているという問題点もあるようでした。当市には、遊休地
や空き家がたくさんあるため、その活用方法としても非常に参考になると思いました。
上田市では、健康長寿を目指し運動の実践と食の改善を行っていました。健康づく
りの拠点となる上田市総合保健センターの設置や、健康
に関するイベントへの参加でポイントを集める「健康づ
くりチャレンジポイント制度」といった取り組みをして
いました。当市でも、健康マイレージ事業という取り組
みを行っています。今後はポイントの使途を増やすなど、
事業をさらに拡充していくことで市民の健康長寿につな
げていければと感じました。

黒石市民クラブ
福士 幸雄
工藤 和子
佐々木 隆
後藤 秀憲

視察先
長野県須坂市
長野県上田市

（平成28年10月10～12日）

●行政視察報告

【「中越大震災の教訓を生かした先進的な防災対策（小千谷市）」「健康増進計画（上越市）」
「売れる農業推進室（中野市）」「町並み修復事業と観光振興（小布施町）」について】
小千谷市では、震災前から現在までの状況がわかる、おぢや震災ミュージアム「そ
なえ館」にて、体験からの教訓、防災の取り組みを学びました。当市も災害が少ない
ことに油断することなく、防災をすすめなくてはいけないと考えます。
上越市では、健康寿命の延伸と健康格差の縮小のために、レセプトの徹底分析によっ
て保健指導対象者を明確化し、効率的、効果的な対応をしていました。健康都市を目
指すには、市民の健康状態を細かく分析することが大事だと感じ
ました。
中野市は、多種多様な事業者や団体と連携することで、事業の創
出や市のPRに成功しています。生産者と行政だけではなくさまざ
まな団体や企業を巻き込んでの事業に重要性を感じました。
小布施町では、観光ではなく住みよいまちづくりのための取り
組みが進められており、統一された美しい景観と開放された庭な
どがある珍しい地域でした。当市でも、あるものを最大限に活か
し、住みよいまちづくりをする必要があると考えます。

【「農業農村６次産業化支援事業(糸島市)」「みやまスマートエネルギー (みやま市)」について】
糸島市では、市内で生産される産品を加工することにより、産品に付加価値を付け
生産者の所得向上と農山漁村の活性化を図ることを目的として新商品開発に取り組ん
でいました。平成23年度から事業を開始し、26年度までにお菓子、ドレッシング、バ
ターなど12商品を開発していました。当市としても黒石１号を加工したお菓子やアス
パラ・ニンジン・トマトを使用したスープの開発をしていることから、糸島市の開発、
製造、販売方法等を参考にして、６次産業化推進に役立てていきたいと思います。
みやま市では、エネルギーに関する取り組みの一つとして、市が中心となって太陽

光発電所を建設していました。その後、市が資本参加す
る電力会社「みやまスマートエネルギー株式会社」を設立
し、まちで作った電気を、みんなで買って使うというエネ
ルギーの地産地消を行っていました。この取り組みは先
駆的な活動としてグッドデザイン金賞を受賞しており、
当市としても、エネルギーをどのように活用していくべ
きかを考えさせられました。

（ ）

自民・公明クラブ
村上 隆昭・中田 博文
工藤 俊広・大溝 雅昭
大久保朝泰・今 大介
村上 啓二・北山 一衛

視察先
福岡県糸島市
福岡県みやま市

（平成28年10月17～19日）

●行政視察報告

（ ）

日本共産党
（工藤 禎子）

高佑会
（髙橋美紀子）

視察先
新潟県小千谷市
新潟県上越市
長野県中野市
長野県小布施町

（平成28年10月25～28日）

●行政視察報告
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平成28年10月５日、弘前市で平成28年度青森県市議会議員研修会が開催
され、当市から15人の市議会議員が参加しました。
開会に先立ち、青森県市議会議長会会長である八戸市の吉田淳一議長か
ら、「今回の研修を議員活動に役立ててほしい」という挨拶があり、続いて
開催市のᷤ西憲之弘前市長から挨拶と弘前市のシティプロモーションにつ
いての紹介がありました。
研修会では「議員の健康管理について」をテーマに、弘前大学名誉教授の
今充氏による講演が行われました。今名誉教授は、自らの経験を通した医

療に関する考え方を持っており、健康か否かというのは何を基準に誰が決
めるのかという問題を提起していました。何が一般的に病気であるかは医
師の判断ではなく患者の判断やそれぞれの文化に依存しており、健康の基
準を人と比べるのではなく自分自身の基準値を知ることが重要であるとの
ことでした。医者いらずの三種の神器「体重計、体温計、血圧計」を使っ
て、自身の基準値と比較することで、日々、健康管理することを推奨してい
ました。議員として自分自身を正しく評価できる健全な心と体を維持し、
使命を果たしてほしいと講演を結びました。
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加

平成28年11月５日、男女共同参画社会をすすめる黒石ハーモニーの会が
主催する「松の湯ＤＥ交流～市議会議員と語ろう～」が松の湯交流館で開
催されました。市議会からは９人の議員が参加し、黒石中学校の生徒とフ
リートーク形式で交流しました。
開催に先立ち、主催者である黒石ハーモニーの会の石澤恵美子会長と市
議会を代表して北山一衛議長から挨拶があり、続いて意見交換が行われま
した。
中学生からは、「中学校も給食にしてほしい」という要望や「市議会議員

は主にどのような仕事をするのか」、「黒石の発展のために今取り組んでい
ることは」、「これからどんな黒石にしようと思っているのか」などの質問
があり、議員からは回答とともに「黒石のどんな所が好きか」、「市内にどう
いった施設があったら良いと考えるか」と質問する場面もありました。
２時間という限られた時間でしたが、意見交換を通して日頃の市議会議
員の活動や仕事に対して関心を持ってもらえたことや、これからの黒石を
担っていく世代と黒石の未来について語り合えたことは議員にとって貴重
な経験となりました。
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